
☆
戦
後
七
十
六
年
憲
法
の
行
方

ー

憲
法
の
現
在
と
未
来

ー

◆
六
都
府
県
に
八
月
末
ま
で
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
な
か
、
今
日
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
残
し
て
閉
幕
し
ま
す
。
そ
し
て
間
も
な
く
七
十
六
年
目
の

敗
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。

◆
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
七
十
六
年
前
の
一
昨
日(

六
日
）
は
広
島
で
十
四
万
人
、
明
日(

九

日)

は
長
崎
で
七
万
人
、
計
二
十
一
万
人
が
、
ほ
と
ん
ど
一
瞬
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
死
者
数
が
一
年
半
で
１
・
５
万
人
と
比
べ
る
と
、
原
爆
が
、
そ
し
て
戦
争
と
い

う
も
の
が
い
か
に
凄
ま
じ
い
悪
で
あ
る
か
が
分
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
ざ

戦
後
七
十
六
年
目
の
敗
戦
記
念
日
を
迎
え
る

◆
国
民
の
目
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
釘
付
け
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
十
五
日
に
は
七
十
六
年
目

の
敗
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
問
題
は
重
大
で
す
が
、
平
和
、
人
権
、
自
由
、

そ
し
て
国
民
の
生
命
を
守
る
基
礎
と
な
る
憲
法
の
問
題
も
重
大
で
す
。

◆
こ
の
七
十
六
年
の
間
に
日
本
人
の
人
口
の
８
５
％
が
戦
争
を
知
ら
な
い
戦
後
生
ま
れ
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
と
共
に
、
あ
の
戦
争
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
か
、
日
本
は
近
隣
諸

国
に
悪
い
こ
と
は
し
て
い
な
い
と
い
う
歴
史
修
正
主
義
が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。

た
い
と
う

◆
一
九
八
五
年
、
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
大
統
領
は
、
戦
後
四
〇
年
を
総
括
す
る
演
説

の
中
で
「
「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は
、
現
在
に
も
盲
目
に
な
る
」
と
言
い
ま
し
た
。

過
去
に
目
を
閉
ざ
す
歴
史
修
正
主
義
は
、
現
在
に
も
盲
目
に
な
り
、
国
の
行
方
を
危
う
く

す
る
の
で
す
。

未
完
の
憲
法
を
よ
り
よ
い
も
の
に
完
成
さ
せ
よ
う

◆
敗
戦
記
念
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
、
原
爆
や
沖
縄
の
凄
惨
な
被
害
の
事
実
と

共
に
、
加
害
の
事
実
も
正
視
し
、
い
ま
の
憲
法
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
よ
き
憲
法

に
完
成
さ
せ
て
ゆ
く
姿
勢
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
一
つ
は
い
ま
の
憲
法
前
文
に
は
「
植
民
地
主
義
へ
の
反
省
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
か
っ
て
こ

れ
が
、
近
隣
諸
国
に
い
か
に
深
刻
な
被
害
と
傷
跡
を
残
し
た
か
、
憲
法
の
前
文
に
は
率
直

に
反
省
す
る
文
言
を
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

◆
も
う
一
つ
は
「
沖
縄
問
題
」
で
す
。
日
本
は
戦
後
、
非
戦
非
武
装
の
憲
法
を
作
る
に
あ
た

り
、
当
時
日
本
国
で
な
か
っ
た
沖
縄
に
軍
備
を
集
中
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

繕
つ
く
ろ

お
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
沖
縄
問
題
を
解
決
し
て
こ
そ
真
の
平
和
憲
法
に
近
づ
く
の
で
す
。

二
〇
二
一
年
八
月
八
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
５
４
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

u 憲法を守るだけでなく完成させよう ◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
前
文
よ
り

〔
平
和
的
生
存
権
〕

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に

ま
ぬ

生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

憲
法
第
九
条
〔
戦
争
の
放
棄
・
交
戦
権
の
否
認
〕

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。


